
平成３１

目標値
（H32年3月時点）

平成３１年度　構成事業

①
こいのぼり手ぬ
ぐい作成事業

ハード
ソフト
間接補

②
こいのぼり掲揚
ポール設置事
業

ハード
ソフト
間接補

③
道路愛称名募
集

ハード
ソフト
間接補

④
ハード
ソフト
間接補

⑤
ハード
ソフト
間接補

成果指標設定調書

【成果指標の設定】 年度

合併１０周年記念事業「みんなで祝う・楽しむ・始まる」提案事業名

事業期間

平成３１

加須市

稼働率(目標)（％）

市町村名

住民への公表方法
及び特記事項

8,495

成 果 指 標

　平成２７年３月に実施した合併５周年記念事業の各種事業への参加者（利用者）との比較

（上記の指標を設定した理由）

　直近の周年事業と比較することで、各種事業実施数の増加による効果やＰＲ効果を測るこ
とができる。

　各種事業への参加者（利用者）

　広報紙やＳＮＳ等、様々なツールや機会で呼びかけを行う。

成果指標設定年度

事業の必要性、目的

年間利用者数(目標)（人）

（成果を検証する指標）

市報およびホームページでの公表

年度

現状値
（H31年3月現在）

（成果の目標値）

　通年で各種記念事業を実施するため、広報紙やＳＮＳ等、様々なツールや機会で呼び
かけ、適時結果報告も併せて行っていくことで､達成できると考えられる。成果指標の達成見込み

【成果指標の達成見込み】

目標達成のための
具体的な方策

　合併１０周年を記念して、身近な道路の愛称を募集し、道路に対する親
近感を高める。対象路線は、市の認定路線の１０路線程度とし、選ばれた
愛称は、市のホームページや広報紙等で紹介する。
　合併１０周年ならではの事業を実施することにより、各種事業への参加
者の増加が期待できる。

構成事業名

7,108

概要・成果指標との関連性

　合併１０周年を記念して、特別デザイン（埼玉県認定伝統工芸士で加須
市観光大使の橋本隆氏にデザインを依頼）のこいのぼり手ぬぐいを制作
し、ＰＲする。
　合併１０周年ならではの事業を実施することにより、各種事業への参加
者の増加が期待できる。

11,000

【成果指標と構成事業の関連性】

事業費（千円）

（施設建設等の場合）

（成果検証の具体的な方法）

　平成３２年３月に合併１０周年となる大きな節目を迎えるため、「１０周年を祝う・１０
周年を楽しむ・１０周年から始まる」の３つをキーワードに合併１０周年を祝した各種事業
を開催し、広くＰＲするとともに、これまでの歩みを振り返り、市民の郷土意識の醸成を図
る。
　また、合併１０周年を新たな始まりと捉え、更なる市民の一体感と協働により、改めてま
ちづくりをスタートする。

平成３１ 年度 ～

合計

383

3,500

3,225

　市役所本庁舎と各総合支所にこいのぼりの掲揚ポールを設置し、通年で
こいのぼりを掲揚することで、共通資源としての定着を図る。
　合併１０周年ならではの事業を実施することにより、各種事業への参加
者の増加が期待できる。


